
一般財団法人 畜産環境整備機構の
「ちくかんリース」について

令和８年10月

環境整備部

１



２

畜産環境技術研究所
（19９6.７設置）

（福島県西白河郡西郷村）
・畜産経営の環境整備に関する

技術開発及び普及
－堆肥化技術
－臭気対策技術
－汚水処理技術

・環境整備に関する調査、研究
・堆肥の成分分析など

一般財団法人 畜産環境整備機構（ＬＥＩＯ）

本部 事務局
（1976..9設立）

（東京都港区）

環境整備部 管理・技術部

リース事業
・畜産経営等の

環境整備に必
要な機械装置
等をリース方
式で導入支援

調査研究事業
情報収集提供
研修会開催
シンポジウム開催

・畜産堆肥流通体
制支援事業など

【当機構の特徴】
畜産環境対策について、調査研究・技術開発部門と施設機
械等の整備を支援するリース部門が車の両輪となり、畜産
現場の皆さまに具体的な提案や支援を行います。



○ 畜産高度化推進リース事業 （（独）農畜産業振興機構（ALIC）の補助事業）○ 畜産高度化推進リース事業 （（独）農畜産業振興機構（ALIC）の補助事業）

畜産高度化支援リース事業

② 畜産クラスターリ
ース（国）
【畜産・酪農収益力強化
整備等特別対策事業（畜
産クラスター事業）】の
うち機械導入事業

③ 畜産ICTリー
ス(国)

【 ICT化等機械装
置等導入事業(畜
産ICT事業)】

令和８年度 LEIOのちくかんリース事業について
畜産高度化支援リース事業を中心に以下のリース事業を実施します

④ 楽酪GOリ
ース
(ALIC)

【酪農労働省力
化対策事業(楽
酪GO事業)】

３

⑤ 環境対策リ
ース(国)

【国内肥料資源利
用拡大対策事業】
（令和７年度から）

○ 補完リース事業

・国またはALICの事業にリース事業者として参加 ・②～④の事業実施主体は中央畜産会

【貸付枠：２２億円】①

畜産整備リース事業
（経営リース）

食肉販売等合理化
施設整備リース事業
（食肉リース）

生乳流通効率化
支援リース事業
（生乳リース）

一体的に実施



畜産高度化支援リース事業の内容

◇ 経営リース（令和７年度貸付実績：２１.３ 億円）
畜産クラスター 、畜産 ICT 、楽酪 GO 、環境対策を含む

◇ 食肉リース（令和７年度貸付実績：２.１ 億円）

◇ 生乳リース（令和７年度貸付実績：0.４ 億円）

借 受 者 ： 畜産農家、農協等
貸付対象施設等 ：① 家畜ふん尿処理施設等

② 飼料の生産、給与等施設等
③ 家畜飼養管理等施設等
④ ６次産業化に関する施設等

借 受 者 ： 食肉販売店、業務用卸、食肉センター等
貸付対象施設等 ：① 食肉の加工、販売及び畜産副産物の処理に必要な施設等

② 食肉処理等施設等

借 受 者 ： 集送乳業者、乳製品製造業者等
貸付対象施設等 ：① 集送乳に必要な施設・設備等

② 乳製品製造に必要な機械等

令和８年度
貸付枠

２２億円

４

※「施設等」は「施設並び
に機械及び装置」
貸付実績は契約ベース



貸付期間
（年）品 目項 目

17堆肥舎、乾燥舎、発酵舎、貯留槽、浄化槽（主と
してコンクリート製のもの）

ふん尿処理施設

14堆肥舎、乾燥舎、発酵舎（主として金属製のも
の）

5堆肥舎、乾燥舎、発酵舎（主として木製のもの）

8貯留槽、浄化槽（主としてFRP製のもの）

14ふん尿処理施設用屋根（主として金属のもの）

5ふん尿処理施設用屋根（主として木製のもの）

7
発酵機（装置）、撹拌乾燥機（装置）、火力乾燥機、送風
機（装置）、換気扇、固液分離機、汚水撹拌機、ばっ気
装置、浄化装置

ふん尿処理機械・装置

7フロントローダー、コンベアー、トレーラー、トラク
ター、ショベルローダー、ホイルローダー等

運搬用機具

７
マニュアスプレッダー、バーンクリーナー、袋詰装
置、成形圧縮機等

散布機・作業用機械

7換気装置、換気扇、脱臭装置悪臭防止用機械・装置

○経営リースの対象となる家畜ふん尿処理施設等の例

５



補助率、リース利用支援メニュー

・補助率：左記の機械・施
設の導入に必要な経費
の１/２以内
（補助残部分については
リースを利用）

・リースを利用できる借受
対象者
畜産経営を営む農業者、
農事組合法人、農協等

堆肥の高品質化、ペレット化、
袋詰め及びその他堆肥の流
通を促進するために必要とな
る機械の導入

畜産・土づくり堆肥生産
流通体制支援事業

畜
産
環
境
対
策
総
合
支
援
事
業

堆肥（液肥）の高品質化、ペ
レット化による広域流通等に
必要な施設の整備又は補改
修

畜産・土づくり施設等導入
支援事業

家畜排せつ物等焼却ボイラー
施設整備

高度な畜産環境対策に必要
な施設（脱臭施設・汚水処理
施設等）の整備又は補改修

畜産環境関連施設等導
入支援事業

温室効果ガス排出削減のた
めの家畜排せつ物の管理方
法の変更を実施するための施
設の整備又は補改修

家畜排せつ物処理施設構造
転換支援事業

○国内肥料資源利用拡大対策事業（畜産環境対策総合支援事業等）については、
施設整備等においてちくかんリースが利用できます。（環境対策リース）

６



ちくかんリースの特徴

７

●頭金などの資金は必要ありません。
全額、リースで対応可能、機種の選定も自由です。

●リース料は年払いまたは四半期払いのいずれかを選択できます。
また、附加貸付料の料率は、低位な料率となっています。

●貸付期間終了後、リース物件はお客様に譲渡します。

●貸付期間中の事故等に備え、損害保険に加入していただ きます。

また、保証保険に加入していただきます。

●貸付枠（令和８年度２２億円）のあるかぎり、いつでもリース可能です。

ＬＥＩＯのリース形態は
所有権移転ファイナンスリースです。



８

ちくかんリースの手続きと流れ（基本）

リース物件の選定

リースの申込先

契約の締結・発注

リースの開始

リース料の支払い

リースの終了・譲渡

希望するリース物件
は、

お客様が希望する物件

を、ご自身で販売業者と
価格交渉し、機構あての
見積書作成を依頼してく
ださい。

リースの申請書は、

お客様が所属する団体
から機構へ提出します。

・農協、農協連、飼料
基金協会、畜産会等

納品・検収（物件確
認）が完了したら、
・リースが開始します。
（機構は、お客様あてにイ
ンボイス（適格請求書）を発
行します。）

・リース物件の会計・税務
処理は「売買」となります。

・機械等代金は、機構が販
売業者に一括支払いしま
す。

リース期間中は、

リース契約に基づいて、

年１回又は４回のリース料
をお支払いいただきます。
（支払月は、物件ごとに検
収を完了した月を基準に
決定します。）

貸付契約書・売買契
約書は、

機構では貸付申請書を

審査し、お客様とリース契
約を締結のうえ、同じ日
付で販売業者と売買契約
を締結します。

貸付・売買契約日をもっ
て発注が可能となります。

リース期間満了後は、
譲渡代金（取得価額の

10％）のお支払いをもって
リース物件の

所有権がお客様に
移転 します。

（納品後、４へ）

・リース期間中の偶発的事故
や故障等に対処するため損害
保険、債務を保証するため保
証保険に加入します。
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ＬＥＩＯのリース事業は、47都道府県の多くの団体（受
託団体等）とのネットワークによって構築、運営されてい
ます。

これからも、各都道府県・地域の方々のご協力をいただ
いて、畜産に携わる皆さま方を全力でサポートして参りま
す。

【お問い合わせ、ご相談】TEL   03-3459-6300
（研究所）TEL   0248-25-7777

URL  https://www.leio.or.jp


